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現在、SNS（かocial neがwoおking かeおvice）による情報伝達技術が急速に発達し、人々のコミュ

ニケーション方法やライフスタイルに大きな変化を与えています。大学教育あるいは学生生活に

おいても、SNS は災害時の安否確認や学習コミュニティでの活用など有効活用されていますが、

個人情報の漏洩や他者への誹謗中傷、ネット依存などの社会問題も抱えています。この分科会

では、ソーシャルメディアを活用した教育、卒業生に軸足を置いた SNS の活用、ネット依存への

対応などさまざまなご報告をいただき、学生間の情報伝達手段が劇的に変化する中、私たち教

職員はどのように関わっていけばよいかを参加者の皆さまと考えたいと思います。
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＜第 4 分科会＞
大学教育と学生生活における

SNS（social networking service）の光と影

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者

第 4 報 告 者 　

コーディネーター

分科会のねらい
　本分科会では，現在，急速に発達し，人々の

ライフスタイルやコミュニケーション手段に大き

な変化を与えている SNS（かocial neがくoおking 

かeおvice）に注目した．SNS のような情報伝達技

術の進歩は，大学教育あるいは学生生活におい

ても大きな影響力をもつ．例えば，災害時の安

否確認や学習コミュニティでの活用など，有効な

面も多いが，個人情報の漏洩や他者への誹謗中

傷，ネット依存など社会問題も抱えている．学生

間の情報伝達手段が劇的に変化する中，私たち

教職員はどのように関わっていけばよいかを考え

たい． 

分科会の概要と全体討議
　第 1 報告者の村上正行氏からは，「ソーシャル

メディアの現状」というテーマで，現在，学生が

利用している SNS などのソーシャルメディアにつ

いて報告があった．

　わが国においても右肩上がりにソーシャルメ

ディアの利用者数が増加している．生まれた時か

らインターネットやパソコンのある生活環境の中

で育ってきた世代を「デジタルネイティブ」，イン

ターネットやパソコンが普及する以前に生まれ，

それらの技術を身につけようとしている世代を「デ

ジタルイミグラント」という言葉で表現されている

など，人びとの生活にソーシャルメディアが広く深

く浸透していている現状が述べられた．さらに，

Facebook，Tくiががeお，LINE 等について，実際

の画像と共にわかりやすく紹介された．また，「炎

上」の定義や分類，なぜ炎上するのかという問

題や，ソーシャルメディアの取り扱いに関するガイ

ドラインについても報告があった．

　第 2 報告者の大塚成男氏からは，「卒業生を主

たる対象とした大学独自の SNS の構築と運用」と

いうテーマで，千葉大学校友会が取り組んでいる

「Cきおio」と呼ばれる SNS についての報告があった．

　個人情報保護法の制定により，同窓会名簿の

作成と配布が困難となった背景から，同窓会名簿

の機能と人的ネットワーク構築という目的を兼ね備

えた SNS に着目し，既存の学部を超えた人的交

流と大学への帰属意識を高める効果をねらったの

だと述べられた．「Cきおio」は，千葉大学に籍を置

いたことのある者が正会員として登録でき，学生は

準会員である．現在，当初のねらい通りの成果は

あるものの，入会登録方法や前述の「デジタルイ

ミグラント」がもつインターネットスキルの問題等か

ら登録者数が伸びないといった課題もあるのだと

いう．しかし，「Cきおio」は商業ベースのソーシャル

メディアではないことを強調された．あくまでも「実

社会での人的交流の延長線」という目的から，今

後は各学部の活動と連携をとりながら，ゆったりと

した時間の中で，人的交流を図れるという強みを

生かしていきたいと，まとめられた．

　第 3 報告者の日下修一氏からは，「大学生の

SNS・ネット依存と対処について」というテーマで，

主として「依存」に関する報告があった．

　ネット依存に関しては，USA や韓国などで定義

されているが，日本ではまだ明確な定義は示され
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ておらず，今後，DSM －Ⅴにその診断名が明記さ

れ，わが国においても使われることになるであろう

と述べられた．その際に，注意しなければならな

いのは，ネット依存を診断することではなく，ネッ

ト依存を予防していくことであると述べられた．依

存には特に家族機能が大きく影響すること，自分

自身の強さや弱さを理解して認めること，責任逃

れをしないこと，子どもの頃にほしかった親の愛

情はもう得られないと理解することなど，日常的に

大学生に関わる中で有用な詳細な対処方法につい

て報告があった．

　第 4 報告者の吉田諒介氏からは，「キャンパスラ

イフと SNS」というテーマで，デジタルネイティブ

である学生の視点から，報告があった．

　自身が使っているFacebook，LINE，Inかがagおam

の使用方法を述べ，しばらく連絡が取れていな

い友人の現状を知ることができたり，自身の悩み

をつぶやいたり，人とのつながりが絶えにくいとい

う感想と，サークルイベントの出欠や運営管理な

どに使用していると紹介があった．また，学生に

浸 透している SNS には，Facebook，Tくiががeお，

Miぐi，Skけpe，DECOLOG，LINE などがあると

述べ，何気ないつぶやき，サークルのイベントの

集客と報告としてのつぶやき，写真の共有，暇つ

ぶし，行方不明の物・人についての情報共有，他

大学の学生との交流，志望している企業の情報収

集等に使用していると報告があった．SNS の利点

については，いつでも・だれとでもつながりが持て

ること，リアルタイムで情報を得られることなどが

あげられ，欠点としては，個人情報が流失しやす

い，失言・リークなどの問題が生じやすい，コミュ

ニティに加わり損ねた人間が孤立するといった内

容があった．利点にも欠点にもなることとして，情

報がすぐに拡散するという特徴も述べられた．

　質疑応答・意見交換においては，「コミュニケー

ションのあり方」と「ガイドラインの有効性」につ

いて様々な質問と意見が出され，活発な議論がな

された．果たして，SNSは一方向のコミュニケーショ

ンなのか，それとも双方向のコミュニケーションな

のか，ノンバーバル性は含まれないのか等々，多

くの事例も紹介されながら，参加者と報告者間で

意見交換がなされた．大学教育において，学生

が効果的にコミュニケーションスキルを学習するに

はどうすればよいかの議論もあった．ガイドライン

については，学生だけに限らず，教職員においても

「常に他者に見られているのだという意識」を醸成

すること，大学の責任の範囲を明確にしておくこと，

ネットリテラシー教育の充実の必要性等が議論さ

れた．

分科会を終えて
　今回は，FD フォーラム分科会において初の試

みである SNS やソーシャルメディアに関するテーマ

であった．分科会全体を通して，大学の教職員に

高い関心があることが伺えた．また，今回の学生

の報告から，おそらくほとんどの学生が SNS とい

うツールを自身の日常生活にうまく取り込み，活用

しているのであろうという印象を受けた．人的ネッ

トワークの構築にインターネットなどのソーシャル

メディアを利用することは，多くの可能性と発展性

を持っている．その一方で，ネット依存やコミュニ

ケーションの困難さなどの問題も孕んでいる．大

学教育においては，学生に，自分自身と，そして

他者と正面から向き合える姿勢を育んでもらうこと

も重要であると再認識できた．どのような事象に

も，光と影は存在する．その両方を理解しながら，

私たちは日々の大学運営や教育活動に取り組んで

いかなければならないと考える．

　

　報告者の皆さまの貴重なご講演，そして，参加

者の皆さまとの有意義な意見交換を通して，多く

の学びを得ました．心よりお礼申し上げます．
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ソーシャルメディアの現状

京都外国語大学 マルチメディア教育研究センター 准教授　　　村上　正行
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卒業生を主たる対象とした大学独自の SNS の構築と運用

千葉大学大学院 人文社会科学研究科 教授　　　大塚　成男

．SNS構築の経緯 

  本報告（取り上げる編葉大学郖自の SNS「Curio キュ正オ 」は、編葉大学の学部毎２

設立されてきた致窓会組織の連至体（ある編葉大学校友会２よって構築・運用されている。

際たがって建前上は、「Curio」の運用資金拭運用組織は国立大学法人編葉大学）は切り

されている。際か際１がら、現実）際ては、編葉大学の教員・職員が事継局を継拡ており、

教員を中心）するワーキング・グループが邥 1 回の定例会議を開いて運営方針拭カ普タマ

イ景の内容を決定際ている。 

  編葉大学校友会が郖自の SNS の構築２乗り出際た契機は、2005 年２おける「個人情報

の保護２関する法遦 個人情報保護法 」の施行（あった。後れま（各致窓会が事業）際て

実施際てきた活動の中心は致窓会名簿の登成）配布（あったが、個人情報保護法の施行２

よって、個人情報のま）まり（ある致窓会名簿を印刷物）際て従来通り２登成・配布する

こ）は困 ２１る）考えられた。後の一方（、致窓会は緩業生間の連絡手段を確保するこ

）を大き１任継）際ており、致窓会名簿の登成・配布を拭拡て際まえば、致窓会後の括の

の存在意義２括疑問符がつきか４１い。後こ（、従来からの印刷物）際ての致窓会名簿２

代替する手段）際て、個人情報を保護際つつ会員間の連絡拭交流を促進するこ）が（きる

仕組拠）際ての SNSを構築するこ）が目論まれた。 

  際たがって、「Curio」は情報郡信）相互交流の機能を邦するインターネット版の致窓会

名簿（ある）位置づけられている。後際て「Curio」を運用するこ）（、インターネット２

は地理的１制約が１いこ）を活用際て、編葉大学関係者の人的ネットワークを維持・邂大

するこ）を目指際ている 図 1 。 

図 1 「Curio」の役割２関するイメージ図 

 

  「Curio」２期待されたのはま離、学部緩業拭大学院修了遧括在学中２培った人的ネット

ワークを維持するうえ（の連絡手段の確保（あった。これま（括緩業生２よる出身学部、

研究室、あるいはサークル単位（のコミュニ有ィは形成されていたが、後の維持は個々の

コミュニ有ィのメンバーの労力２依存際ており、多くのコミュニ有ィが時間の経過））括

２連絡手段を失っていくこ）（消滅際て際まうのが実情（あった。後れ２対際て、「Curio」
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を通障てメンバー２負担をかけ１い形（安定際た連絡手段を確保するこ）が（きるの（あ

れば、人的ネットワーク括安定際て維持されていく）考えられた。また、これま（の緩業

遧のコミュニ有ィは後れぞれが孤立際て存在際ており、い離れのコミュニ有ィ２括加わっ

てい１い緩業生括多かった。「Curio」を通障てどのよう１コミュニ有ィが存在する２つい

ての可視性が高まれば、新た２コミュニ有ィ２加わる緩業生括増え、コミュニ有ィ間の連

携括高まるこ）（、既存の枠組拠を超えた人的交流の場を提供するこ）が可能）１る。さ

ら２後のよう１場を提供際ているのが、編葉大学２よって構築・運営されている SNS（あ

るこ）２括意味がある。単２インターネット上（コミュニ有ィを形成際、連絡を取り至う

だけ（あれば、既存の SNS（括（きる。あえて編葉大学が編葉大学の緩業生２対際てコミ

ュニケーションの場を提供するこ）（、緩業生の中２編葉大学２対する帰属意識を醸成す

るこ）括重視された。また、編葉大学の緩業生２よる人的ネットワークの活動が編葉大学

２より運営されている SNSの中（行われるの（あれば、編葉大学）際て括どのよう１活動

が行われているのかを把握するこ）が（きる。後れゆえ「Curio」は、編葉大学）緩業生）

の結びつきを強続・維持するうえ（、大き１役割を果た際得る）考えられ、編葉大学校友

会の主要１事業）際て構築・運営が進拡られるこ）２１った。 

  「Curio」のシ普有ムは Open PNEをベー普）際ているが、大学致窓会２よるWeb版致

窓会名簿（あり、大学致窓会の活動２関する情報を緩業生２伝 するこ）が重要１機能（

あるた拡、大き１シ普有ム改変が必要（あった。後こ（ 2007年 1邥２邦志の在校生拭緩業

生２よる試験的１シ普有ムの運用を開始際、最終的１カ普タマイ景を行ったうえ（、2007

年 10邥２邼式１運用を開始際た。後の遧括、「Curio」の会員）１った緩業生２よる利用状

況をモニター際１がらシ普有ムのカ普タマイ景を繰り返際ている。2012年 12邥 31日現在

の会員数は 3,469名（あり、ページビュー数は邥あたり約 5,000件（ある。 

 

．「Curio」の特徴 

  「Curio」は編葉大学校友会が運用する編葉大学関係者のた拡の SNS（ある。後れゆえ、

「Curio」２会員）１るこ）が（きるのは、編葉大学２学生、教員、および職員）際ての籍

を置いたこ）がある者）、現時点（籍を置いている者２限定際ている。後のた拡、会員郢

録２あたっては、事継局が入会申込拠を受け狭けた遧２、学部致窓会等を通障て邦資格者

（あるこ）を確認際たうえ（、シ普有ムへの郢録を行う。入会希望者がインターネットを

通障て自ら入会郢録をするこ）は（き１い。 

  また、「Curio」のシ普有ムは Open PNEをベー普）際て構築際たが、邼式運用２あたっ

て特２以下の 2つのカ普タマイ景を行った。 

  1 つは「Curio」内（の匿名２よる活動を不可能２するた拡のカ普タマイ景（ある。具体

的２は、プロフィール２おける氏名を事継局の拠が郢録（きる仕様）際、会員自身（あっ

て括氏名の変更拭削除は（き１いよう２際た。ニックネームの使用は認拡ている括のの、

独者２対際て実名を秘匿するこ）は（き１い仕組拠２１っている。「Curio」が致窓会名簿

の代替物）位置狭けられている以上、「Curio」内（の活動２あたって実名の表示を求拡る

こ）は当初からの方針（あった。ただ際、致窓会名簿）いう性格から、郢録される実名は

会員が編葉大学２在籍際ていた時点（の氏名）際、結婚等（改姓際た場至２は、ニックネ

ーム等（対応するこ）２１る。 
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  括う 1 つの点）際ては、プロフィール２出身学部を指定するメニューを追加際、会員が

自らの出身学部を指定すれば、自動的２致窓会別の連絡用掲示板のメンバー）際て郢録さ

れる仕組拠を設けた。プロフィール（の指定を行えば、後れだけ（会員の個人ページ２致

窓会別の連絡事項の正普トが表示されるこ）２１る。事継局２おける会員の管理括、基本

的２は所属致窓会別２行っている。 

  以上のよう１初期のカ普タマイ景２加えて、実 の運用を行う中（明らか２１った会員

のニー景２応えるた拡のカ普タマイ景括行ってきた。 

  ま離、添狭ファイルの制限を 和際、PDFファイルのアップロード括（きる仕様）際た。

これは、致窓会毎２登成されている郡行物 致窓会報等 を PDFファイル（配布するこ）

を想定際たカ普タマイ景（ある。さら２、毎年の出版物のアップロードが行われるこ）（、

「Curio」が致窓会報のアーカイブ）際て機能するこ）括期待際ている。 

  また、昨年 5邥２は、「Curio」） facebook）の連携括図った。現在は、会員が自らのプ

ロフィール（設定を行えば、「Curio」の会員個人ページ２ facebookのタイム止インが表示

されるよう２１っている。実 ２は複数の SNSを利用際ている会員括多いた拡、後れぞれ

の SNS２別個２記事を書き入れるこ）の負担を軽減するた拡２行った措置（ある。あわ難

て facebook ２「Curio」のページ括設け、「Curio」の存在２対する認知度を高拡るた拡の

活動括行っている。 

  商用の大規模１ SNS２は比ぶべく括１いが、5年間の邼式運用を通障て「Curio」の会員

数は 3,000 名を超え、緩業生を中心）する編葉大学関係者の交流を促進するうえ（一定の

役割を果た際つつある。た）えば、「Curio」の掲示板を通障て学生時代２指遍を受けてい

た教員の消息２関する問い至わ難）情報の提供が行われ、直接２は面識が１かった緩業生

致士の交流が行われたケー普がある。また、事継局を中心）際て「Curio」の中２過去の編

葉大学の写真の止イブ止正を整備・邂充する活動を けており、毎邥相当数のページビュ

ーを確保するこ）が（きているこ）から、緩業生の編葉大学２対する関心を維持する役割

を果たすこ）が（きている）考えている。際か際１がら、全体から拠れば「Curio」がカバ

ー際ている編葉大学関係者の割至はまだ少１く、当初からの致窓会名簿２代わる括の）際

ての役割を十分２果たすこ）が（きている）は言え１いこ）括事実（ある。 

 

．「Curio」２おける課題 

  実 ２「Curio」の運営を行う中（は、以下の 3つの点が大き１課題）１っている。 

 

① 会員間のインターネット２関する習熟度拭考え方の いへの対応 

  「Curio」が主たるターゲット）際て取り込括う）する緩業生の多くは、比較的年齢層が

高く、インターネットの利用２習熟際ている）は言い い。後のた拡「Curio」の運営２あ

たっては、インターネット２関する普キルが十分（は１く、アクセ普する頻度が低い会員

括、コン普タント２「Curio」２ログイン際、掲載された情報を閲覧際て括らえる環境を整

える必要がある。 

  一方、現時点（大学２在籍際ている学生のインターネット２対する習熟度は高い。「Curio」

の目的が編葉大学関係者の人的交流を広げるこ）（ある以上、現役学生）緩業生）の交流

を促すこ）括重要（ある。際か際、現役学生）緩業生）の間のインターネット２関する普
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キル拭認識の相 が「Curio」の運営２支 を生障さ難るこ）括危惧された。 

  後のよう１危惧が抱かれるこ））１った一因２、「Curio」の試験シ普有ム運用時２展開

された匿名性２関する論争がある。当時、「Curio」をアク有ィブ２利用際ていた現役学生

から、実名表示を義継狭ける）いう「Curio」の運営方針２対際て強い反対意見が表明され

た。後の理由）際てま離挙げられていたのは、実名を表示際て括「荒ら際」の防邻２は１

ら１い）いう点拭、「Curio」２郢録された実名が発らかの形（悪用されるこ）２対する忌

避感（あった。際か際１がら、「Curio」（実名表示を求拡るのは「Curio」の後括後括の目

的が致窓会名簿の代替）１るこ）（あるた拡（あり、後れらの反対理由は的が外れている。

ただ際、後の議論の中（、日常生活の中（直接２顔を至わ難る機会が多い現役学生は、日

常）は異１る あるいは日常（は（き１い 活動を「Curio」の中（行おう）際ているこ）

が後れらの反対意見の背邠２あるこ）が明らか２１り、後の点が問題視された。 

  「Curio」の中（展開されるべき人的交流は、編葉大学の緩業生致士の交流（あり、あく

ま（括実社会２おける人的交流の延長線上２ある括の（ある。必離際括「見知ら３人」）

の交流拭現実社会）は異１る普タン普（の交流を図るこ）が目的）されているわけ（は１

い。また、会員数拭アクセ普数を増加さ難１ければ存 際得１い商用 SNS）異１り、編葉

大学関係者への連絡版（ある「Curio」（は会員２毎日２よう２ログインするこ）を求拡る

必要は１い。後の点（、「Curio」２おいて「 び」）いう要素を重視する必要括１い。後

れ２対際て、実名表示２反対する現役学生の多くは、「Curio」を既存の商用 SNS）致種の

物）際て捉えていた。後際て、現役学生は「Curio」の中（括バーチャル１人間関係を形成

際よう）する傾向が強く、後の傾向は社会的経験が乏際い現役学生２おいては一般的１括

の（ある）推測された。 

  インターネット２おいて匿名性が悪用されて様々１問題が起きている状況を考えれば、

インターネットを基本的２バーチャル１括の）際て考えている現役学生が「Curio」の中（

の活動の中心）１った場至、「Curio」２おいて括様々１問題が生障るこ）が危惧された。

後の一方（、 的２入会際てくる現役学生２いちいち「Curio」）商用 SNS ）の相 を

説明際、「インターネット（は匿名が当然」「インターネットはバーチャル１括の」）いう

認識を払還するこ）括困 （ある）考えられた。後こ（、「Curio」（は現役学生を準会員

）際て区分際、あくま（括邼会員２よる活動２準会員 現役学生 が参加する）いう方式

を採用するこ）２１った。準会員の権限２対する制限は次第２ 和際てきているが、必離

際括インターネット２習熟際てい１い世代の会員を「Curio」の中の活動２おける主役）際

て位置づけるうえ（、邼会員）準会員の区別は今遧括維持際ていく方針（ある。 

 

達コミュニケーション・月ールが多様続際ているこ）への対応 

  現時点２おいて、インターネット上（利用際得るコミュニケーション・月ールは多岐２

わたる。facebook 拭 twitter ）いった波及力の大き１月ールが邟及際ている状況下（は、

「Curio」は極拡て過規模（限定された月ール（ある２過ぎ１い。後の中（「Curio」の存

在意義をどのよう２アピール際ていくかが常２検討されてきた。 

  現時点２おいて「Curio」の運営事継局が採用際よう）際ているのは、「Curio」を連絡手

段２特続さ難ていく）いう方針（ある。前述際たよう２「Curio」（は厳密１会員資格の管

理を行っており、「Curio」内の情報２アクセ普（きるのは編葉大学の関係者だけ２限定際
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ている。際たがって、「Curio」内部（あれば、公開されたWebサイト２掲載（き１いよう

１情報括書き入れて独の会員２開示するこ）が（きる。致窓会総会の議事録拭会計報告）

いった事項括「Curio」（あれば掲載するこ）が（きるだろう。また、「Curio」の中（開設

されるコミュニ有ィ２ついて括、メー正ング・正普ト）際ての運用を強く推奨際ている。

通常のメー正ング・正普ト（あれば、メンバーのアドレ普管理を参加者の誰かが担当際１

ければ１ら１いが、「Curio」（あれば、会員が自らのアドレ普の適切１管理さえ行えば、

特２管理者の負担を増拭さ離２連絡手段を維持するこ）が（きる。 

  後の一方（、「日記」２代表される多数への情報郡信）いう機能は、「Curio」２おいては

縮過際ていく方向２１る。「Curio」を facebook）連携さ難たの括、後の方針２基づくカ普

タマイ景の一環（ある。 

 

違学部致窓会の活動）の連携の強続 

  「Curio」の活動の基盤は学部単位の致窓会２よる活動２あり、運営２あたっての資金括

各学部の致窓会から邁出されている。際か際１がら、インターネット上（の「Curio」の活

動）致窓会報の郡送等の各致窓会２よる従来からの活動）が別建て（行われているた拡、

外見上は「Curio」の運営事継局）各学部の致窓会）が切り されているかのよう２見えて

際まっている。郢録際ている会員の多く括、自らが所属する致窓会の活動）は別２「Curio」

２括参加際ている）いう感覚を邦際ている場至が多い。結果）際て、出身学部の致窓会２

は帰属意識を邦際ている会員（あって括、「Curio」２対する帰属意識は弱く、「Curio」の

利用法括受動的１括の２１って際まっている。 

  繰り返際述べてきたよう２、「Curio」の当初からの目的は、インターネットを通障た相

互交流２利用（きる致窓会名簿を整備するこ）２ある。後こ（、2011年以降、「Curio」の

中２緩業生情報を整備・強続するた拡の取り組拠を行ってきたが、必離際括十分１成果を

あげるこ）が（きてい１い。後の原因）際ては 2 つの点がある）考えている。第 1 ２、致

窓会名簿２掲載される緩業生情報を管理する権限は各致窓会２あり、「Curio」の運営事継

局２は１い。致窓会名簿２掲載する緩業生の範囲２関する方針２は致窓会毎の いがある

た拡、一邃際た方針の決定を行うこ）が（き離、「Curio」の運営事継局が具体的１取扱い

法方法を決拡るこ）が（き１い。後際て第 2 ２は、緩業生情報の利用を用意２するた拡２

は、単２出身学部（情報を纏拡るだけ（１く、学部内の学科等２よる細分続際た整理を行

うこ）が必要（あるが、予想以上の頻度（の学科再 等が行われており、「Curio」の運営

事継局（は後の全容を把握するこ）が（き１い。後れゆえ、緩業生情報２関際ては、従来

通り２各学部の致窓会単位（の管理２委４るこ）が望ま際い）いう結論２ っている。 

  後の点（は、「Curio」の運営事継局が「Curio」のコン有ン月自体を管理・運営際ていく

こ）は今遧ますます 際く１っていく）予測されている。少１く）括「Curio」の運営事継

局が既存の致窓会機能の多くの担うほどの能力は１い。後こ（、「Curio」の将来像）際て

は、現行の「Curio」を学部致窓会単位の SNS の連至体２再 際ていくこ）が望ま際いの

（は１いか）考えている 図 2 。 
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図 2  「Curio」の将来像 

 

  学部致窓会 SNS の連至体）際ての「Curio」（は、現在の運営事継局はシ普有ムの技術

的１管理２集中する。「Curio」内の緩業生情報拭コン有ン月の管理運営は、各学部の致窓

会２委４、「Curio」が編葉大学の SNS（ある）いう位置づけは維持する括のの、緩業生を

中心）する会員は各学部の SNS ２帰属する形）１る。これ２より各致窓会２は SNS の管

理）いう負担が生障るこ）２１るが、後の負担は各致窓会が郖自２ Web サイトを開設際、

会員限定のページを設置・運営するより括相当２過さい。また、「Curio」が各学部致窓会

の活動）直接２結びつくこ）（、緩業生の「Curio」２対する帰属意識が高まるこ）括期待

（きるだろう。 

 

．今遧２向けて 

  「Curio」は、シ普有ム）際ては SNSを基礎）際ている括のの、邟及際ている facebook

拭 twitter等の商用コミュニケーション・月ール）は異１る方向を目指す必要がある。後の

た拡２は、「Curio」２は（きて、facebook 拭 twitter ２は（き１いこ）を考え１ければ１

ら１い。後の点（、現在の「Curio」の運営事継局が考えているのは、以下の 2つの方向性

（ある。 

  第 1 ２は、「Curio」の中（の新た１人的ネットワークの構築を促すより括、す（２存在

際ている人的ネットワークを「Curio」の中２取り込ん（いく）いう方向性（ある。 

  「Curio」は、入会対象者を編葉大学の関係者）いう郗い範囲２限定際ている。「Curio」

の会員が今遧さら２邂大際ていく）際て括、後れらの会員の多くは「Curio」入会前からの

人的ネットワークを邦際ている）考えられる。実 、昨年「Curio」運営事継局（は入会際

ている会員２ついてのク止普ター分析を行ったが、会員の中（形成されているネットワー

クは後れぞれの会員の入会年度毎のク止普ター）ほぼ一 際ており、入会以前から存在際

ていたネットワークが「Curio」の中２持ち込まれている傾向が強いこ）が見出されている。
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また、入会２あたっての資格遊査を厳格２行っている「Curio」２おいては、大規模１コミ

ュニケーション・月ールのよう２「誰が見ているかわから１い」）いう状況２は１り２く

い。後の点（、「Curio」２おいてはコミュニケーション２あたっての安心感を高拡るこ）

が可能（あり、後の方向性を強拡ていく必要性がある）考えている。 

  後際て第 2２は、「Curio」の中（の時間の流れが、既存の大規模１コミュニケーション・

月ールより括 拭か（あるこ）を活用する）いう方向性（ある。 

  facebook拭 twitter（は時間の流れが非常２早く、数日間のブ止ンクが生障るだけ（、最

新の状況をフォローするこ）が困 ２１る。際か際「Curio」２ついては、「邥 1 回程度の

アクセ普（十分２利用可能（あるこ）」を方針）際た運営を行っており、現実２行われて

いる活動括短期間（の連 際たアクセ普を必要）するほどの括の（は１い。この点は、

「Curio」を差別続際、facebook拭 twitter）は異１るコミュニケーション・月ール）際て

確立するうえ（のメ正ット２１り得る）考えている。 

  「Curio」２はいまだ様々１課題が残されているこ）は事実（あるが、果たすべき役割２

ついての期待が失われているわけ（は１い。今遧括必要１修邼を加えつつ、邦用１コミュ

ニケーション月ール）１り得る運用を図っていく。 
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大学生の SNS・ネット依存と対処について

獨協医科大学大学院 看護学研究科 准教授　　　日下　修一
 

 

．ＳＮＳ悩インターネットの苦存とは 

 SNS やインターネットを話用する人々は６８い７齢０悩特に悩悯い世代を中心に急増してい

る悪iPad やスマートフォン景普の恇及で悩より身近に悩より日５的に話用できるネット環境が

生み出され悩生活の中に入り込んできており悩（中学生や高齢者景普従来悩想定されてきてい

景かった世代も含めてインターネットへア点セスしやすく景っている悪いわゆるネット苦存と

言われる状態は悩日５生活の中で悩最優先事項としてネットを位置づけている状況で悩ネット

への接続を自３コントロールでき景く景っている状態を指す悪本人にとっての最優先とすべき

事項があったとしても悩それを無視して悩ネットを優先している状況はネット苦存といえる悪 

 ネットを５に使用している場合は苦存といえるかといえば悩そうしたものでも景い悪仕事で悩

５時悩ネットを用いている人をネット苦存という事は景い悪1 日何時間ネットを使用している

からネット苦存といった定義も苦存症の考え方からはずれている悪例えば悩1 日 6 時間ネット

を話用しているから苦存症であるというのでは景い悪大学生が 1 日 2 時間程９使用使用してい

ても悩試験の開難時間に間に合わ景く景ってしまった景普という場合では悩ネット苦存とする

事ができる場合もある悪 

 ネット・SNS の問題は根本的にコミュニケーション手段では景く悩一方的景インフォメーシ

ョンに過ぎ景いものをコミュニケーション手段と考えている事にある悪電惄は相手の発声・発

語の調子悩言葉の選択悩応答の間合い景普でノンバーバルコミュニケーションが伴うコミュニ

ケーション手段といえる悪手書きの手紙・FAX はその文面の表現等を以て悩ノンバーバルコミ

ュニケーションを伴う事ができるコミュニケーション手段である悪しかし悩ワープロ打ちの手

紙・FAX は更に情報量が）景く景るため悩一方的景インフォメーションに過ぎ景いものと化す悪

ネット・SNS は即応性があるものの悩ノンバーバルコミュニケーションの部詰が４薄と景り悩

一方的景インフォメーション手段と捉えるべきである悪結果として悩対人関係に問題を抱えて

いる人には程良い「コミュニケーション」手段として悩活用される事と景り悩対惄相手の気持

ちがくみ取れ景くても悩「コミュニケーション」が成立し悩自詰を守り景がら悩相手を攻撃す

る事が可能と景るといった負の部詰悩影の部詰を併せ持つ事ができる悪「炎上」といった言葉

が成立する原因はこの一方的景インフォメーションを「コミュニケーション」と見景している

事にあり悩同時に悩苦存症に景る要因を併せ持つ事と景る悪 

．苦存症の病理～機能不全家族との関係 

 苦存症惿dependence とは①精神作用物質景いしは物質惿psychoactive substance or 

substance と生体の間の直接的景相互作用により生じる行動的悩認知的悩生理的惿身体的

景病態の一つの集まり悩②苦存症候群を簡略に表現した用語である悪苦存症で頻繁に使用され

る用語である乱用惿abuse は社会的５識からの逸脱を意味している悪現在の苦存症の定義は

必ずしも物質苦存を必須条件とせず悩身体苦存の有無よりも悩行恩・行動のコントロール喪失

つまり人が物質を含む対象に対して支配されるコントロール障害である悪苦存症はアディ点シ

ョン惿嗜癖 惿addiction とも言われる悪アディ点ションは特定の対象への耽溺悩熱狂的景傾

向を示す行動・習慣が悩元々は何らかの話益を生み出していたにせよ悩不話益をもたらす行動・

習慣と景り悩自３調節不能をきたし悩心身に様々景問題を生じる状態で悩苦存症はアディ点シ

ョンを疾患及び診断名悩治療を意識する場合に用いる用語と考えられる悪 



249

第
４
分
科
会

 

 

 苦存症の詰類にも様々景詰類方法があるが悩一つの詰類方法として悩物質苦存と悩人間関係

苦存悩行恩苦存惿プロセス苦存 に詰類する考え方がある悪①物質苦存はアルコール苦存症悩

薬物苦存症悩ニコチン苦存症景普の物質に対する苦存症であり悩入院悩通院治療悩薬物療法が

選択可能景苦存症である悪②人間関係苦存は共苦存症悩性苦存症・恋愛苦存症等の苦存症であ

り悩入院悩通院治療自体は可能ではあるが悩薬物療法は存在し景いという特徴がある悪例除的

に悩性苦存症に対する犯罪者向けにホルモン療法等は存在しているが悩日本では実用化されて

い景い悪③行恩苦存惿プロセス苦存 は摂食障害悩DV惿家庭内暴力 悩リストカット悩ギャン

ブル苦存症悩買い物苦存症等の苦存症で悩入院悩通院治療自体は可能であり悩薬物療法は存在

し景いが悩認知のゆがみが存在する悪認知行動療法惿あるいは行動療法 の有効性が考えられ

る悪 

 こうした苦存症の背恈に悩機能不全家族の存在が考えられる悪機能不全家族は本来持つべき

家族機能が不十詰景家族であるが悩日本では 割悩 割以上が機能不全家族であると考える専

門家がいる悪ほとん普の苦存症の当事者では機能不全家族の問題悩アダルト・チルドレンの問

題を抱えているというのが実感である悪機能不全家族は親から子への愛情が十詰伝わら景い状

況を生み出すものである悪苦存症に景るか否かを詰ける詰１恨に機能不全家族の問題があると

考えられる悪機能不全家族による愛着形成不全により悩自３評価が低く景り悩承認欲求が強く

景り悩否認が陥く景り悩責任を回避し悩対人関係が悰手と景り悩本来の愛情が理解でき景い等

の問題を抱える苦存症者が生み出される悪 

．ネット苦存と他の苦存症との関係～一次嗜癖と二次嗜癖 

 ネット苦存に景る人は他の苦存を抱えているか悩将来抱える可能性が高いと考えられる悪ネ

ット苦存自体は行恩苦存に詰類できる悪ネット苦存に惭るという場合も前述した機能不全家族

の問題を抱えている場合が陥いと考えられる悪機能不全家族の問題を抱えている事により悩ネ

ット苦存はもちろんの事悩他の苦存症にも景りやすく景ると考えられる悪 

 苦存症悩アディ点ションは一次嗜癖と二次嗜癖に詰類でき悩一次嗜癖は人間嗜癖と言われる

状態で悩陥くは生育史の景かでもか景り早い時期に形成されると考えられる悪具体的には悩機

能不全家族の中で育つ事により悩愛着形成に問題が生じ悩愛着欲求が強まるが悩満たされ景い

状態が続く悪人間関係は成長とともに距惰を保つように景るため悩心と現実とのあいだに強い

葛藤が生じてしまう悪そのために愛着の欲求はより性急に景り悩さらに充足が困惱に景るとい

う怤循環に惭る悪この状態のまま成長したばあい悩人は理性では人の限界を了解しつつも悩感

情ではそれを受け入れられず悩満たされ景い愛情欲求の余りに悩強い一次性の恨みと究極の寂

しさをもつように景る悪また悩この悰怣から目をそらすために悩同時に悩そうした生きづらい

状態の景かで『生き延びる』ために悩それを否認しつつそれを抱えたまま生きるときに様々景

嗜癖行動としての二次嗜癖が発展していく悪二次嗜癖として表面化するのがアルコール苦存症

や薬物苦存症悩拒食症・過食症悩リストカット悩DV悩児童虐待景普の苦存症である悪つまり悩

機能不全家族に育ったよう景人が自然に自詰を育て活かしていくための基本的景部詰に損傷

を受けているばあい悩生きるための二次嗜癖を必要としており悩一次嗜癖から二次嗜癖へと移

行していくと考えられる悪つまり悩ネット苦存は他の苦存症と同様悩二次嗜癖として存在する悪 
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．苦存症に景る可能性がある人のＳＮＳ悩インターネットの正しい話用方法 

 ネット苦存に景りやすい人とは機能不全家族に育った人であり悩対人関係に何らかの問題を

抱え悩自３の「コミュニケーション」の手段悩「コミュニケーション」の場として SNS悩イン

ターネットを活用することと景る悪直接相手と対面する必要性が）景い悩SNS は比較的自由に

一方的景「コミュニケーション」＝インフォメーションを行う事ができ悩あるいは自詰の良い

面や自詰の理想とする自詰をアピールする事ができる快適景空間である悪何か嫌景事があれば悩

逃げる事もでき景くは景い悪比較的自由景空間ではある悪しかし悩ここで注意して欲しいのは悩

そうした快適景空間であるからこそ悩はまりやすく悩快感が得られ悩苦存症に移行しやすいと

いう事である悪 

 そこで悩苦存症の傾向を持ちやすいと思う人は悩一定のルールを課し悩一定時間のみ使用す

るといった方策が採られることが良いであろう悪本来は悩前述した一次嗜癖を普う回復するか

が重要である悪 

 簡単に紹介する景らば悩他者から褒められたいと思う事をやめ悩自詰で自詰を褒める事悪自

詰で自詰をかわいがる事ができると悩一次嗜癖からの回復につ景がる悪こうした方法により悩

愛着形成不全を乗り越える可能性が高まる悪具体的景やり方として悩次に示すよう景考え方を

すると良い悪 

 

「一次嗜癖を回復する手段」 

．他者から褒められたいと思う事をやめる 

．自詰で自詰を褒める 

．自詰で自詰をかわいがる 

．自詰の怤い面悩良い面を理解する 

．でき景い・怤い自詰を認める 

．白黒思考・全か無の思考をやめる 

．自３決定を行う 

．「～のせい」という責任逃れの考え方をやめる 

．現実に直面して問題を解決する 

．他人は思い通りに景ら景いことを理解する 

．素直さを身に付ける 

．かっこつけをし景い惿他人によく思われ景くてよい  

．自詰を認められたいための世惄焼きをやめる 

．子若の頃の親の愛情はもう得られ景いことを理解する 

．人は）しずつでも変われることを理解する 

(注意 この方法を行う中で悩自３嫌怤や自３評価が下がる景普自詰自身を追い惃める場合があ

りえる悪甚だしい場合には悩迷わず悩カウンセリン為悩精神科点リニッ点景普を受診すること

をお勧めしたい悪 

 

 この方法での回復は個人２があるため悩普のくらいの期間かかるかは個人個人で異景る悪そ

こで悩この方法を行い景がら悩インターネットを話用するという方法を推離したいが悩それに

抵抗がある場合悩あるいは回復途上の場合悩他人の手助けも含めて悩インターネットの話用に
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ついてコントロールするという方策が次善の策として推離できるであろう悪1 日の内悩自詰で

自由にできる時間に行う SNS の話用を 1 時間に限定する景普である悪仕事惿学生景ら学業

でのネット接続は惬く事と景るが悩もし悩仕事中惿学業中 に SNS 等に自詰の意思で接続し

ている場合はその時間を２し引く事とする悪こうしたコントロールを行う事が必要と景る悪 
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キャンパスライフと SNS

京都橘大学 看護学部 看護学科 1回生　　　吉田　諒介
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